
 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                          

                                             

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023 年（令和 5 年） 

第 178 号 

発行/広島大学広報室 
広島大学の教職員間の確かな情報共有を実現する 

4 月 14 日 

 
【連絡先】 

広島大学広報室 
739-8511 東広島市鏡山 1-3-2 
TEL  ：082-424-3701 

FAX  ：082-424-6040 
Email：koho@office.hiroshima-u.ac.jp 広大通信 

〈は
じ
め
に
〉 

 

引
き
続
き
ま
し
て
4
月
1
日
か
ら
広
島
大

学
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
第
12
代
学
長

に
就
任
し
て
以
来
8
年
間
、
学
生
、
教
職
員
、

広
島
大
学
の
た
め
に
粉
骨
砕
身
取
り
組
ん
で

き
た
つ
も
り
で
す
。 

 
運
営
費
交
付
金
の
削
減
や
競
争
的
資
金
の

拡
大
を
は
じ
め
、
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
が
一

段
と
厳
し
さ
を
増
す
中
、
教
育
研
究
環
境
の
充

実
強
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

教
職
員
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の

賜
物
で
あ
り
、
あ
ら
た
め
て
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

今
、
広
島
大
学
は
研
究
大
学
と
し
て
の
魅
力

に
満
ち
た
大
学
に
な
れ
る
か
否
か
の
分
岐
点

に
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を

踏
ま
え
、
3
期
目
に
あ
た
っ
て
の
所
信
を
述

べ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

広
島
大
学
は
昨
年
１
月
に
策
定
し
た
「
第
４

期
中
期
目
標
期
間
に
お
け
る
広
島
大
学
の
あ

る
べ
き
姿
」
が
示
す
よ
う
に
、
世
界
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
教
育
研
究
拠
点
を
構
築
し
、
地
域
社
会

と
国
際
社
会
を
繋
ぐ
知
的
拠
点
と
し
て
、
ま
た

海
外
大
学
誘
致
やT

o
wn & G

ow
n

構
想
を
推
し

進
め
、
地
方
共
創
の
主
役
を
担
う
と
と
も
に
自

由
で
平
和
な
国
際
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る

人
材
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
以
下
、
教

育
、
研
究
、
産
学
連
携
、
大
学
改
革
の
テ
ー
マ

ご
と
に
申
し
述
べ
ま
す
。 

〈
教
育
〉 

 

ま
ず
、
教
育
に
つ
い
て
で
す
。 

 

授
業
は
原
則
対
面
で
実
施
し
ま
す
。 

 

私
は
学
長
就
任
以
来
、
「
平
和
を
希
求
し
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
国
際
的
教
養
人
の
育
成
」
を

掲
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
和
は
、
広
島
に
開

学
し
「
平
和
を
希
求
す
る
精
神
」
を
理
念
と
す

る
広
島
大
学
の
変
わ
ら
ぬ
立
脚
点
で
す
。 

 

教
養
教
育
で
は
「
世
界
に
羽
ば
た
く
。
教
養

の
力
」、「
知
を
鍛
え
る
‐
広
大
名
講
義
100
選
」 

 
 

  

大
学
院
に
つ
い
て
は
「
ゲ
ノ
ム
編
集
先
端
人

材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
平
成3

0

年
度
卓
越

大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
採
択
さ
れ
、
平
成

3
1

年
度
・
令
和2

年
度
に
４
研
究
科
へ
の
再
編
・

統
合
を
完
了
し
ま
し
た
。
今
月
に
は
４
研
究
科

が
連
係
し
た
「
ス
マ
ー
ト
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
実
践

科
学
研
究
院
」
を
新
設
し
ま
し
た
。
研
究
科
再

編
・
統
合
後
の
検
証
を
行
い
、
学
位
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
見
直
し
も
柔
軟
に
検
討
し
た
い
と
考
え

ま
す
。 

 

海
外
留
学
は
多
様
性
を
受
け
入
れ
、
柔
軟
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
付
け
る

絶
好
の
機
会
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
設
け
た

e
-

S
T
AR
T 

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
併
用
し
な
が
ら
、
再
開

し
た

S
T
AR
T 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
は
じ
め
留
学
機

会
を
で
き
る
だ
け
増
や
し
ま
す
。 

 

昨
年
か
ら
学
生
受
け
入
れ
を
開
始
し
た
ア

リ
ゾ
ナ
州
立
大
学
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
グ
ロ
ー

バ
ル
経
営
学
部
広
島
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
校
は

今
後
、
在
学
生
が
増
え
て
い
き
ま
す
。
異
な
る

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
人
た
ち
と
交
流

で
き
る
環
境
を
十
分
活
用
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
海
外
拠
点
の
機
能
強
化
を
図

り
、
留
学
生
の
受
け
入
れ
を
促
進
し
て
い
き
ま

す
。 

 

な
ど
を
深
化
さ
せ
ま
す
。
今
後
は
さ
ら
に
課
題

探
求
型
の
教
育
を
推
し
進
め
ま
す
。 

 

高
大
接
続
を
一
層
進
め
な
が
ら
、
真
に
志
あ

る
人
を
採
れ
る
よ
う
入
試
改
革
も
含
め
て
検

討
し
ま
す
。 

 

今
、
わ
が
国
で
は
IT
人
材
の
不
足
に
よ
る

高
度
情
報
専
門
人
材
の
確
保
と
、
国
際
人
材
の

育
成
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
30
年

4
月
に
情
報
科
学
部
と
総
合
科
学
部
国
際
共

創
学
科
を
新
設
し
、
す
で
に
2
年
間
卒
業
生

を
送
り
出
し
て
い
ま
す
。 

 

加
え
て
今
年
度
か
ら
情
報
科
学
部
の
地
域

枠
定
員
が
50
人
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
地
域
の

み
な
ら
ず
、
日
本
全
体
に
と
っ
て
画
期
的
と
言

え
ま
す
。
こ
れ
を
基
に
全
学
的
に
デ
ジ
タ
ル
人

材
の
育
成
を
進
め
ま
す
。
近
隣
に
マ
イ
ク
ロ
ン

社
な
ど
が
あ
る
地
の
利
を
生
か
し
て
半
導
体

分
野
の
人
材
育
成
に
も
努
め
、
地
域
産
業
の
活

性
化
や
国
の
Ｄ
Ｘ
推
進
に
貢
献
し
て
い
き
ま

す
。 

 
法
学
部
は
今
月
、
法
科
大
学
院
と
の
連
携
強

化
、
社
会
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
教
育
研
究
に
取

り
入
れ
る
べ
く
東
千
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転

し
ま
し
た
。
在
学
生
に
は
不
便
を
お
掛
け
す
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
「
東
千
田
で
学
ん
で
よ

か
っ
た
」
と
思
え
る
よ
う
教
育
環
境
の
充
実
に

努
め
ま
す
。
他
の
学
部
に
つ
い
て
も
、
時
代
の

要
請
を
先
取
り
で
き
る
よ
う
、
求
め
ら
れ
る
人

材
像
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
を
行
い
ま

す
。 

 

霞
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
昨
年
末
に
完
成
し
た

「
凌
雲
棟
」
で
の
授
業
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

放
射
線
影
響
研
究
所
の
学
内
移
転
も
決
ま
り
、

基
礎
研
究
の
充
実
と
と
も
に
医
療
人
養
成
の

拠
点
と
し
て
一
層
の
高
度
化
を
進
め
ま
す
。 

 

大
学
院
に
つ
い
て
は
「
ゲ
ノ
ム
編
集
先
端
人

材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
平
成
30
年
度
卓
越

大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
採
択
さ
れ
、
平
成
31

年
度
・
令
和
2
年
度
に
４
研
究
科
へ
の
再
編
・

統
合
を
完
了
し
ま
し
た
。
今
月
に
は
４
研
究
科

が
連
係
し
た
「
ス
マ
ー
ト
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
実
践

科
学
研
究
院
」
を
新
設
し
ま
し
た
。
研
究
科
再

編
・
統
合
後
の
検
証
を
行
い
、
学
位
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
見
直
し
も
柔
軟
に
検
討
し
た
い
と
考
え

ま
す
。 

 

海
外
留
学
は
多
様
性
を
受
け
入
れ
、
柔
軟
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
付
け
る

絶
好
の
機
会
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
設
け
た

e
-

S
T
AR
T 

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
併
用
し
な
が
ら
、
再
開

し
た

S
T
AR
T 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
は
じ
め
留
学
機

会
を
で
き
る
だ
け
増
や
し
ま
す
。 

 

昨
年
か
ら
学
生
受
け
入
れ
を
開
始
し
た
ア

リ
ゾ
ナ
州
立
大
学
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
グ
ロ
ー

バ
ル
経
営
学
部
広
島
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
校
は

今
後
、
在
学
生
が
増
え
て
い
き
ま
す
。
異
な
る

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
人
た
ち
と
交
流

で
き
る
環
境
を
十
分
活
用
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
海
外
拠
点
の
機
能
強
化
を
図

り
、
留
学
生
の
受
け
入
れ
を
促
進
し
て
い
き
ま

す
。 

 

っ
て
い
ま
す
。 

 

な
か
で
も
令
和
4
年
度
世
界
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
研
究
拠
点
プ
ロ
グ
ラ
ム
（W

P
I

）
に
採
択

さ
れ
た
「
持
続
可
能
性
に
寄
与
す
る
キ
ラ
ル

ノ
ッ
ト
超
物
質
拠
点
」
は
、
中
四
国
の
大
学
・

機
関
で
初
の
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
10
年
間

で
70
億
円
の
大
型
資
金
を
活
用
し
、
ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
大
学
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大

学
、
マ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
ク
研
究
所
な
ど
世
界

最
高
峰
の
研
究
機
関
か
ら
ト
ッ
プ
研
究
者

11
人
を
招
聘
し
ま
す
。
世
界
水
準
の
研
究
成

果
発
信
は
も
と
よ
り
、
学
内
研
究
者
と
の
共

同
研
究
を
通
じ
て
本
学
の
研
究
力
向
上
に
も

つ
な
が
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

第
４
期
中
期
目
標
期
間
に
お
い
て
は
「
安

心
・
安
全
・
創
る
平
和
」
を
テ
ー
マ
に
、
先

月
の
部
局
長
等
意
見
交
換
会
で
伺
っ
た
ご
意

見
を
踏
ま
え
、
世
界
が
直
面
す
る
課
題
に
、

「
総
合
知
」
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
５
つ
の
重

点
的
事
業
を
作
成
中
で
す
。 

 

「S
CI

論
文
数
」
は
毎
年
上
が
り
続
け
、

2
0
21

年
は
前
年
度
よ
り3

49

報
多
い3

,
03
7

報
と
な
り
，
本
務
教
員
一
人
当
た
り
の
発
行

論
文
数
が1

.6

報
と
な
る
な
ど
、
研
究
業
績

は
年
を
追
っ
て
上
が
っ
て
い
ま
す
。
エ
ッ
ジ

の
効
い
た
研
究
が
少
し
ず
つ
実
を
結
び
つ
つ

あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
昨
年
４
月 

 

統
合
を
完
了
し
ま
し
た
。
今
月
に
は
４
研
究

科
が
連
係
し
た
「
ス
マ
ー
ト
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ

実
践
科
学
研
究
院
」
を
新
設
し
ま
し
た
。
研

究
科
再
編
・
統
合
後
の
検
証
を
行
い
、
学
位

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
見
直
し
も
柔
軟
に
検
討
し
た

い
と
考
え
ま
す
。 

 

海
外
留
学
は
多
様
性
を
受
け
入
れ
、
柔
軟

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
付
け

る
絶
好
の
機
会
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
設
け
た

e
-
ST
AR
T 

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
併
用
し
な
が
ら
、

再
開
し
た

S
T
A
RT
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
は
じ
め

留
学
機
会
を
で
き
る
だ
け
増
や
し
ま
す
。 

 

昨
年
か
ら
学
生
受
け
入
れ
を
開
始
し
た
ア

リ
ゾ
ナ
州
立
大
学
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
グ
ロ
ー

バ
ル
経
営
学
部
広
島
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
校
は

今
後
、
在
学
生
が
増
え
て
い
き
ま
す
。
異
な

る
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
人
た
ち
と
交

流
で
き
る
環
境
を
十
分
活
用
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
海
外
拠
点
の
機
能
強
化

を
図
り
、
留
学
生
の
受
け
入
れ
を
促
進
し
て

い
き
ま
す
。 

〈研
究
〉 

 

次
は
研
究
に
つ
い
て
で
す
。 

 

最
終
評
価
で
ト
ッ
プ
評
価
S
を
い
た
だ

い
た
研
究
大
学
強
化
促
進
事
業
、
ス
ー
パ
ー

グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援
事
業
（
ト
ッ
プ

型
）
等
を
活
用
し
た
研
究
支
援
体
制
の
強
化

と
大
型
競
争
的
資
金
の
獲
得
に
よ
っ
て
、
卓

越
し
た
研
究
拠
点
を
次
々
に
形
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
内
閣
府
「
地
方
大
学
・
地

域
産
業
創
生
交
付
金
」「
地
方
創
生
推
進
交
付

金
」
を
獲
得
し
た
「
デ
ジ
タ
ル
も
の
づ
く
り
」、

科
学
技
術
振
興
機
構
（J

ST

）
の
ム
ー
ン
シ
ョ

ッ
ト
型
研
究
開
発
事
業
に
選
ば
れ
た
脳
科
学

と
音
楽
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
感
性
脳
科
学
」、

科
学
技
術
振
興
機
構
（J

ST

）
の
「
共
創
の
場

形
成
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（C

OI
-N
EXT

）」
の
本

格
型
に
採
択
さ
れ
た
「
バ
イ
オDX

産
学
共
創

拠
点
」（
ゲ
ノ
ム
編
集
）
な
ど
、
多
岐
に
わ
た 

 

（4月 5 日に霞キャンパスで行った記者会見） 


